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地域に根ざしたカリキュラム開発に関する一考察
-rつくばスタイル科jに着目してー
チャクノレ・ムラット
1 .はじめに
近年、どの学校においても、学校が地域に根ざし、地域の核となって教育活動を展開す
ることが求められている。それに伴い、保護者 e地域住民がボランティアとして学校の教
育活動を支援する機会も拡大している。これを後押しするために、 2010年に文部科学省に
設置された「学校運営の改善の在り方等に関する調査研究協力者会議j でも様々な議論が
なされ、 2011年 7月に「子どもの豊かな学びを創造し、地域の粋をつなぐ一地域とともに
ある学校づくりの推進方策－Jと題する提言をまとめた。その中で、「学校間の連携、学校
段階間の接続や連続性の確保に留意して、地域との連携や学校運営を捉えていく Ji必要性
が指摘され、これまでの学校を単位としてきた取り組みを乗り越えて、地域単位で子ども
を育ててし 1く方針が示された。
現在、小・中学校教育課程において、保護者・地域住民のボランティアは、主に総合的な
学習の時間に位置づけられ、行われることが多い。 1998年以降、総合的な学習の時間の創
設をきかっけにして、保護者・地域住民の学校教青へのボランティアとしての参加及び活動
が本格化した。外部人材活用、地域人材活用という形でボランティアが活用され、この拡
がりは、このまま維持されると思われたO ところが 2008年に改訂され、小学校で、 2011年、
中学校で 2012年に全面実施された現行学習指導要領において総合的な学習の時間の時間数
は大幅に減らされ2、保護者・地域住民の学校支援活動に影響を及ぼしつつある。
総合的な学習の時間に関して、これまで、「大きな成果を上げている学校がある一方、当
初〕の趣旨・理念が必ずしも十分に達成されていない状況も見られる」ことや「小学校と中
学校とで、同様の学習活動を行うなど、学校種間の取組の重複」もある3との問題が指摘され
てきた。つまり、総合的な学習の時間の内容が学校に任されるため、各学校と地域の課題
l文部科学省、 2011 「学校運営の改善の在り方等に関する調査研究協力者会議子どもの豊かな学びを創造
し、地域の粋をつなぐ～地域とともにある学校づくりの推進方策～J7月
http://www.rnext. go. jp/cornponent/b rnenu/shingi/toushin/_icsFiles/afieldfile/2011/07/06/1307985 
1 1. pelf （最終観覧： 2014.12. 19.）。
2総合的な学習の時間の時間数は、 2002年の小学校の学習指導要領で、は小学校3-4年生は年間 105単位fl寺
問、 5 6年生は 110単位時間だ、ったが、 2012年からの新学習指導要領により小学校の 3 6年生までは 70
時間となった。また 2002年の中学校学習指導要領での時間数は 1年生70～100時間、 2年生 70～105時間、
3年生 70～130時間だったのに対して 2012年から、 1年生 50時間、 2-3年生 70時間となった。文部科
学省、「小・中学校の授業時数に隠する基礎資料J
http://www. rnext. go. jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/siryo/07061432/005/001. htrn （最終観覧
2014. 12. 19）；小学校学習指導要領、 http://www.mext.go. jp/a_menu/shotou/new-cs/youryou/syo／、及び
中学校学習指導要領、 http://www.mext. go. jp/a_rnenu/shotou/new-cs/youryou/chu／より（最終観覧
2014. 12. 19）。
1文部科学省、「総合的な学習のI!寺問の現状と課題，改善の方向性（検討素案）」
http://www.rnext. go. jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/siryo/06081612/006. htm （最終観覧
2014. 12. 19）。
???
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及び地域の資源の豊かさによってその取り組みに差が生じているのである。総合的な学習
の時間がこのような問題を抱えている一方で、小中 9年間の連携・一貫教育の先駆的な取
り組みの例として、東京都品川区の「市民科j、茨城県つくば市の「つくばスタイノレ科J、
青森県三戸町の「立志科J~など、総合的な学習の時間を中心とした独自のカリキュラムを
開発し、地域に根ざした新たな取り組みが展開され、注目されている。
これらの取り組みは、自治体独自の教育課程作りという趣旨で認められる教育課程特例
校の制度のもとで行われている。教育課程特例校とは、「小学校、中学校、高等学校、中等
教育学校及び特別支援学校において、各学校又は当該学校が設置されている地域の実態に
照らし、より効果的な教育を実施するため、当該学校又は当該地域の特色を生かした特別
の教育課程を編成して教育を実施する必要等が認められる場合に、当該学校を学校教育法
施行規則（昭和 22年文部省令第 11号）第 55条の 2 （同令第 79条及び第 108条第 1項に
おいて読み替えて準用する場合を含む。）、第 85条の 2 （同令第 108条第2項において読み
替えて準用する場合を含む。）及び第 132条の 2に基づき、特別の教育課程を編成して教育
を実施することができる学校J5の制度であると定義されている。この制度は、「2003年度
より、『構造改革特別区域研究開発学校』制度として始まり、 2007年の学校教育法の改正を
受け、 2008年度より『教育課程特例校』が制度としてJ6実施されはじめた。それは、「教
育における規制緩和や特色ある学校づくり Jの中で「公立学校において、多様な小中連携、
小中一貫教育が模索されているJ7とされている。 2014年4月 1自現在、教育課程特例校の
数は 249件、 2775校8である。
仲田によると、「学校ごとの陪iJ意工夫』を考える上で重要なのが、学校周辺地域との連
携」であり、「学校・家庭・地域の連携促進は学習指導要領総員!Jでも示されているとおり、
教育課程特例においても「当該学校または当該地域の特色を生かす」としづ方針により、「し＼
っそう地域との連携が求められてくるJCJ~ しづ。先行研究では、教育課程特例校における
学校の実践について論じられているものはあるが、地域の連携に関する研究は管見の限り
ない。
そこで本稿では、地域に根ざしたカリキュラム開発に取り組んだ公立小中一貫教育校の
うち、比較的早い段階から教育課程特例校を取り入れて、独自のカリキュラムの検討と実
践に取り組んでいる「つくばスタイノレ科j について、その実践状況を整理し、学校と地域
1 I古代高章、石川博昭、2014、「小中連携・一貫カリキュラムとしての総合的な学習の時間の現状と課題（ 2) J 
『岩手大学教育学部附属教育実践総合センター研究紀要よ第 13号、 105頁
5文部科学省、 2010、「教育課程特例校制度実施要項J
http://www.mext. go. jp/a_menu/shotou/tokureikou/1284960. htm （最終観覧： 2014.12. 18.) 
6持田貴久、 2014、「自治体発のカリキュラム改革を進める国の施策の展開j、大桃敏行・押田貴久編著、『教
育現場に革新をもたらす自治体初カリキュラム改革i学事出版、 21頁
7田代高章、石j11等日宮、 2014、前掲文献、 105頁
8文部科学省、 2014、「教育課程特例校について」
http.//www.mext.go.jp/component/a menu/education/detail/_icsFiles/afieldfile/2014/08/04/12849 
89_3_1. pdf最終観覧： 2014.12. 18) 0 
9仲間京一、 2014、「カリキュラム改革の条件と方策」、大桃敏行・押田貴久編著、前掲文献、学事出版、
61頁
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の連携という点から検討を加えたい。
2. rつくばスタイル科」の背景・経緯・概要
(1) つくば市の状況
つくば市は、茨城県の南部、筑波山の南麓に位置する。中心部には筑波研究学園都市が
構成され、筑波大学など教育機関と約 300に及ぶ研究機関、企業がある。水と緑の自然豊
かな土地に、最新技術を持った研究機関が林立する、全国でも例の無い特異な地域となっ
ている。人口は 214,660人（2010年国勢調査）である。つくば市は 1987年に当時の筑波郡
谷田部町と同大穂町、同豊里町、新治郡桜村が合併して誕生した。翌年筑波郡筑波町が編
入合併、さらに 2002年に稲敷郡茎崎町が編入合併し、筑波研究学園都市を構成する全町村
がとひとつの自治体となった。平地林が多いのも特徴で、昔ながらの里山の環境も数多く
残る。都市インフラや教育などの「充実した都市機能Jと「豊かな自然j に加え、「科学の
まちならではの知的な環境Jをともに享受しながら、自分の希望に合わせて、住み・働き・
学び・遊ぶとしづ茨城県TX沿線地域ならではの暮らし方「つくばスタイルjを提案してい
る100 
(2) つくば市の教育政策
つくば市の教育政策では、「豊かな自然・歴史・環境や研究学園都市としての特性Jを生
かした「未来をひらく、やさしく、しなやかで、たくましい幼児・児童・生徒の育成Jと
いう理念のもとに、「教職員一人一人及び行政・家庭や地域社会が連携し、夢・感動のある
質の高い教育を実践し、みんなが誇れる教育日本一のまちの創造Jが目標とされている。
また、「すべての子どもが『生きる力』を身に付けるよう、学力・体力・豊かな心をバラン
スよく育成する教育を推進するとともに、小中一貫教育を推進しJながら「環境教育、国
際理解教育などj といった特色のある教育に取り組んでいるll。現在 53小中学校からなる
15学園がある（「つくばスタイル科Jの取り組み、 6頁、以下、同文献の引用・参照につい
ては頁数のみを記載する） l 2 0 
「つくばスタイノレ科Jは、この＋中一貫教育の推進とともに検討されて創設された。茨
城県では、ほかの地方と同じく急激な少子化に対応するため、 2008年4月に「公立小・中
学校適正規模について（指針）」が策定され、「児童生徒の教育環境の改善に新たな方向性J
が示された。そのなかで、つくば市において「子どもの成長の連続性の保証Jや今日でも
課題である「中 1ギャッフ。の解消」という問題を抱えており、 2009年4月に小中一貫教育
JOつくば新聞、「つくば市の概要J、http://www. tsukubapress. com/outline. html （最終観覧： 2014.12. 19）。
I つくば市教育振興基本計画、
http・／www.city. tsukuba. ibaraki. jp/dbps_data/ materialー／localhost/Kyoikusoumu/kihonnkeikaku02.
pdf （最終観覧.2014. 12. 19）。
l 2つくば市総合教育研究所、 2012、『つくば発！小中一貫教育が世界を変える 新設「つくばスタイル科j
の取り組み』、東京書籍
? 。?
?
の推進が掲げられ、検討が開始された。そこで課題として、（ア）学びの連続性、持続性に
よる個に応じたきめ細やかな教育の推進、（イ） 9か年を見通した弾力・効果的な教育課程
の編成、（ウ）教科の専門性を生かした小学校5・6年生への教科担任制の導入、（指導内
容の発達段階を配慮した弾力的な運用と、生活＠学習団体の再構成並び、に児童生徒の実態
に即した効果的な学習の展開）の4つの課題が挙げられていた（6頁）。
(3) 実施までの経緯
小中一貫教育完全実施を目指すつくば市では、（ア）市内 15学園において、 1;J¥ 1中の
学園は3学盟で、、他の 12学菌は］中学校に対して複数の小学校で
「目指す児童生徒像Jなどの学校間の違いをそのままに中学校生j吾をス夕一トさせるため
に、一貰した 9年という連続した学びが［I]難になつていたこと、（ウ）小学校高学年におけ
る教科担任制の導入について免許取得教科の偏り、時間の多い教科は学級担任のほうがも
ちやすいといった考え方などから小学校の取り組みがさまざまであったこと、（エ）総合的
な学習の時間の取り組みが、各小学校関において向じカリキュラムによるが学習活動を行
う場合、地域や児童の実態を配慮し、連携や自校化が図られていなかったことといった4
つの課題を抱えていた（ 6頁）。これらの課題を背景に、 2008年から、つくば市は小中一貫
教育の準備期間に入り、その実施に向けての模索、検討、連携と研究が進められ始めた。
2008年度の「小中連携の模索」のなかで、「吾妻中学校区で先導的な実践研究j が始まり、
「小学校における教科担任制の試験的導入、生徒会交流、テレビ会議での教育交流などを
実施Jされ、「実践事例Jの収集が行われる。 2009年度に、吾妻中学校区での引き続きの実
践とともに、 2小 1中タイプとして並木中学校区での実践、中学校区選択科目における小
学校との連携、中学校教師によるティームティーチングなどの研究（20頁）が高崎中学校
区で始まった130 
そこでの成果を踏まえて今度は「連携から一貫j に向けて、 2010年度から「 3小 1中連
携タイプのつくば西中学校区において実践研究が開始j し、「特に 1中学校に対して複数の
学校が連携し、かっ各学校の物理的距離の遠さについて対応方法の検証j が行われた 1~0 2011 
年度に「小中一貫教育へのステップ2011J15が作成され、市内全中学校区の小中が一貫教育
開始のための統一的整理が行われ、このステップ1 （一般準備期の段階）をすべての学校
13つくば市総合教育研究所、前掲文献、 2012、つくばAZU胤学国（連続的な学びを想像する小中一貫教育
（連携型）の在り方一小中 9年間をとおして身に付けさせたい力を明確にした全校的な取り組み一）、高，，時
しいの木学園（児童生徒の連続的な学びを育む小中連携の在り方）、つくば並木学鴎（児童生徒の連続的な
学びを育む小中連携の在り方一 2小 1中の地域の特色を生かしてーなど） (8頁－ 13頁）。
14 つくば市総合教育研究所、前掲文献、 2012、つくばAZUMA学園（連続的な学びを想像する小中一貫教育
（施設分離型）の在り方 小中 9年間をとおして身に付けさせたい力を明確にした全校的な取り組み一）、
つくば竹菌学園 (19年で目指す竹｜翠の児童生徒Jに迫るための小中一貫教育の推進）、つくば百合ヶ丘学
園（児童生徒が生き生きと活動し、学びあう小中連携の在り方）などでの取り組みが挙げられている（14
頁－19頁）。
つくば市総合教育研究所、前掲文献、 2012、「一貫教育へのステップ表は、地域特性が異なり個々のカ
ラーをもった小中学校にとって小中ー貫教育を開始するための総括的な進み方を示す羅針盤的な役割を占
めているものであるJ、21頁。
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が達成した状況だった。
つくば市の目指す小中一真教育とは、「共通の教育目標、指導内容、指導方法を設定し、
それらを小中学校の全職員が理解し、さらに、小中学校の保護者・地域の協力のもとで実施
する教育j と定義されている。それが、①学習指導要領に沿いつつ、「教育課程特例校Jの
制度を活用して推進する、②施設分離型及び施設一体型小中一貫校のそれぞれの特長を生
かし、保護者の協力、地域・大学・研究機関との連携を図りながら推進する、③9年間を見
とおした弾力的・効果的な教育課程を編成・実施する、④6-3年生を基盤としつつ、児童
生徒の心身発達に合わせるような4-3-2年の区切りを取り入れ、発達段階を考慮、した
集団生活、学習集団の弾力的な編成をする（21頁）といった4つの柱からなっている基本
構成が立てられている。
(4) 概要一教材を中心に－
「つくばスタイル科j には教科書はないが、コア単元の一覧及び単元フランシートがあ
る。そこには、 単元目標及び身に付けるべきスキルが、各自の学習活動とともに設定され
ている。例えば、環境5年生「水とともに生きる『ヤゴ、救出大作戦』j においては、主要
スキノレが「自己認識力」「ICTの活用カ」、 部次スキルが「客観的思考力」「問題発見力Jf協
働力」「惜報活用力j と設定されている。これに対して、歴史・文化 7年生「日本（つくば）
と世界のよさと課題を比較しようJでは、主要スキルが「自立的修正力j 「創造力j、副次
スキルが「客観的思考力j f言語力」「ICT活用力」「キャリア設計力Jとなっており、スキ
ルは単元ごとに異なる形になっている。
ここでスキルを育成するための方法を明確にするために単元ごとに主要スキルと副次ス
キルが設定され、スキノレの定着の可能性と 9年間にわたる取り組みの有効性及び機能性を
高めようとされている。また、①教師は授業において、興味や生活に関係した題材を取り
上げるとともに、②プロジェクト型学習の利点を生かし、③スキノレと内容とが結び付くよ
うに支援しながら、④内容の系統性を各教科で保障して、⑤「つくばスタイノレ科Jのスキ
ルの系統性を考慮、に入れるといった、教師自身が柔軟な発想やアイデアをもつことが重要
視されている。「これらをとおして総合的な学習の時間とは異なる、「つくばスタイノレ科J
独自の単元開発や教材づくりが可能になる」と期待されている（39頁）。
3. rつくばスタイル科Jの実施状況
(1) 目標及び実践内容
「つくばスタイル科j は、これまで市内の小－中学校において、「環境教育、キャリア教
育、国際理解教育、学校 ICT教育、科学・技術教育、健康・安全教育j に重点を置いて取
り組まれてきていた。しかし、①総合的な学習の時間が小・中学校の連統性を意識した系
統的な指導となっていなかった、②重点を置いて推進する教育内容が、バランスよく指導
されていなかった、③同学年における教科関の内容の重なり、「目標・指導内容・指導方法」
「 「
?
?
?
が9年間を見通したものになっておらず、学年間の指導が連続性に欠けていた、④ねらう
力の明確化、育てる力の明確化が十分になされていなかった、⑤総合的な学習の時間の体
験がイベントで終わっていた、⑥つくば市の教育資源を活用していなかった、⑦｜弓－中学
校区において小学校関の諸内容の差異や児童生徒に身に付ける力の連統性について学内の
教師全員が共通理解することができていなかった、③知識の活用の不十分さ、⑨総合的な
学習の時間について横断的・総合的な学習をとおして学び方やものの考え方を身に付ける
よりも、国際理解、情報、環境、福祉・健康といった学際的領域の内容を学ぶのみに終わ
っていること、⑬現場体験やボランティア活動といった特別活動にある内容を総合的な学
習の時間において行う学校も多いなど、多くの課題を抱えていた。この課題状況は、小中
一貫教育の視点から再編成されるとともに、「学びの連続性をもたせて系統的に指導できる
ように、全ての学校でつくばならではの学習を保障する 9年間を見通した特別な教育課程
を編成して、一真した教育を実施する」必要性に対応するために fつくばスタイル科」が
倉ljられた（34頁）。
「つくばスタイル科Jの自標とは、「発信型のプロジェクト学習をとおして、つくばの未
来を担い、国際社会で活躍するためのスキルを育てるとともに、グローバルな視点をもっ
て、自らの力で問題を解決していこうとする態度を育て、 変化する社会の中で、よりよく
生きることができるようにするJと定義されている。 2012年度に「つくば市独自の新しい
教育課程である『つくばスタイル科』jが新設され、「子どもたちを『知と心の調和とグロ
ーノくノレな視点とを兼ね備えた』つくば市民に育成することがJ(21頁）狙いとされている。
それが、「市域が広いこと、中学校区による小学校数が異なるなどの物理的な課題を乗り越
えj て、上記の基本構想、の4つの柱を実施するために、市内全学校区において一斉に小中
一貫教育が開始されたとしづ。 2012年度から「市全体の小中学校 53項の 15学関において
小中一貫教育が開始Jし、「9年間の連続した学び、確かな学力の育成を視野におき、教育
内容の充実を図りながら、小中一貫教育を実施しているj 状況である（20頁）。
つくば市の「つくばスタイル」を担う次世代を育成するための教育面におけFる手段とし
て、つくばエリアならではの知的資源を活用し、発信型プロジェクト学習を行うカリキュ
ラムが「つくばスタイノレ科Jであるとされている（34頁）。図 1はその内容である。
j擁護機騒鱗議襲撃：f三霊 感持j
????
図1 「つくばスタイル科Jで学習する内容
出典：「つくばスタイノレ科J、www.tsukuba. ed. jpr tsukubasummi t/?page_i d=68 U最終観覧：2014.12. 20）より引用。
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2012年度に教育課程特例校の指定を受けて「つくばスタイノレ科j として毎学年 34から
115時間が配当された。「つくばスタイノレ科jは、 発信型のプロジェク卜学習において、 7
つの内容に、つくば市の教育資源を活用しながら、 3つの学びのステップ（In,About, For) 
をとおして、小学校第 1学年から中学校第3学年において「つくば次世代型スキノレj を育
成するといった構想になっている。また、国語活動小学校（第1学年～第6学年）では、「言
語力（コミュニケーション）」を養うこと（40頁）が本教科の特徴のひとつである。「つく
ばスタイル科jの授業は、環境、キャリア、歴史－文化から成る市内共通のコアカリキュラ
ム単元と外国語活動及び各学校独自のサテライトカリキュラム単元とに設定されており、
「スキノレや態度の育成とそれにふさわしい内容を独自に設定するという点で、総合的な学
習の時間とは異なるJとされている。表 1は、つくば市における年間授業時数及び「つく
ばスタイノレ科」の内容及び授業時間数を示している。
表 1 つくば市授業時数及び「つくばスタイル科Jの内容及び授業時間数
校種 小学校 中学校
学年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 計 1年 2年 3年 計
rm Fi奇 306 315 245 245 175 175 1461 140 140 105 385 
社会 70 90 100 105 365 105 105 140 350 
算数 136 175 175 175 175 175 1011 140 105 140 385 
国！科 90 105 105 105 405 105 140 140 385 
生活 88 90 -14 -15 178 
音楽 68 70 60 60 50 50 358 45 35 35 115 
図面工作・ 美術 68 70 60 60 50 50 358 45 35 35 115 
家庭技術・ 家庭 60 55 115 70 70 35 175 
体育 ・保健体育 102 105 105 105 90 90 597 105 105 105 315 
道徳 29 30 30 30 30 30 179 30 30 30 30 -5 -5 5 -5 -5 5 -5 5 5 -5 
外国語活動・外国語
。 。
-35 -35 140 140 140 420 
特別活動 29 30 30 30 30 30 179 30 30 30 5 -5 -5 -5 -5 -5 -5 5 -5 90 
総合的な学習の時間
。 。 。 。 。 。 。
-70 -70 -70 -70 -50 -70 -70 
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出典 ：つくば市総合教育研究所、 2012、『つく ば発！小中一貫教育が世界を変える 新設「つく ばスタイル科jの取り
組み』、 東京書籍、42頁及び樋口直宏、 2013、「小中一貫教育の現状と課題j小中一貫教育推進のための学校施設部会
www. mext. go. jp/b_menu/shingi/chousa/shisetu/013/006/shiryo/ _icsFiles/afieldfile/2013/12/26/1312838_1. pelf （最終観
覧： 2014. 12. 27）より引用 ・作j戎！fi0
16 「－Jだけは fなしj ということを、また数字の左にある、十とーは時間数の増減を表している。
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次世代型カリキュラムとされている「つくばスタイル科Jは、「つくば次世代型スキノレj
を育成する発信型のフ。ロジェクト学習と、外国語活動（小学校第 1学年一第 6学年）から
成っている。つくば市で、の小中一寅教育の学力向上を図るために、①小中一貫化によりカ
リキュラムの連続性やスパイラルをっくり出す、②児童生徒の学力状況を校種間で伝え、
適した指導の仕方を工夫する、③各校独自の指導法や学び、方について相互乗り入れやティ
ームティーチングなど取り入れる、④早期から個人差（習熟の程度）への対応を進める（35
頁）といった4つの視点を重視し、取り組まれている。
「つくばスタイノレ科Jでは、発信型のプロジェクト学習をとおして、国際社会で活躍す
るためのスキルや自らの力で問題をよりよく解決する態度を育てることが目的とされてお
り、①マノレザーノが、ブルームの教育呂標の分類学を改訂してつくったスキルの理論を取
り入れたこと、②インテル、マイクロソフト、シスコ社が中心に開発した Assessmentand 
Teaching of 21st Century Skillsと呼ばれるスキルの理論を取り入れたこと（38真）と
いった 2点において特徴的であるとされている。これらの理論を根拠としながら、「つくば
次世代型スキノレj においては、思考（問題解決、自己マネジメント、創造革新）、行動（相
互作用）、手段・道具の活用（情報 ICT）、世界市民（つくば市民）をはじめとする 6種ロ
の力が構成されている。総合的な学習の時間の（学習指導要領と同じ）目標（目標 1）を踏
まえつつ、「つくば次世代型スキノレj を育成（目標 2）するという 2つの目標からなってい
る。
まず、コアカリキュラムは、「環境、キャリア、歴史・文化の内容を中心にとなり、 9年
間の系統性をもった単元Jで、次に、サテライトカリキュラムは「各学校の実態に合わせ
て独自の単元で、これまでの取り組みを継続したり、学園単位で重点を置いた活動を行っ
たりするJものである。最後に、外国語活動で、は「 1学年から 15分モジュールにより実施
し、 6年間とおしてコミュニケーシヨン能力の素地を養う j という設定になっている（42
頁）。
以上のように、「つくば次世代型スキルj を育成するためには学びの 3つのステップであ
る IIn（課題を見つける） • About （情報を集める） ・For （何ができるか考え、発信する）
を充実させることJが求められている。そのために、視点 1の単元プラン、視点2の評価
規準、視点3のカリキュラムを構成する課題、視点4の発信型のプロジェクト学習、視点
5のつくば市の教育資源（43頁）からなる 5つの視点に留意されている。
(2) 評価
「つくばスタイル科Jでは、児童生徒の育成したい力として「つくば次世代型スキル」
を定義している。「つくば次世代型スキルJとは、 121世紀型スキノレJを基盤にして、つく
ば市の教育指針及び教育環境を盛り込み、つくばの児童生徒に身に付けさせたい力、「スキ
ノレj のことである。児童生徒に「つくば次世代型スキルj を育成することが、従来型の総
合的な学習の時間との違いの 1つとされている。 fつくばスタイノレ科Jでは、「総合的な学
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習の時間」と「つくば次世代型スキル」の両目標を踏まえて横成している。
「つくば次世代型スキノレjの評価に関して、「客観的思考力などの 12の力と概念jと「9
年間の学びに合わせて、各学年において習得すべきスキノレj が定義され、また、「「つくば
スタイノレ科Jの7つの学習テーマ 23の単元プランにおいて、どこの学習過程で、どのスキ
ノレを身に付けさせるのかを設定して、発信型のプロジェクト型学習を展開jされている（45
頁）。次の表2ではその内容が示されている。
表2 「つくば次世代型スキノレjの内容と定義
問題解決 客観的思考力 主観を交えず、市｛；もが納得できるように、筋道を立てて多面的に考えを
思考に｜羽する 進める力
スキル ｜！？！泊発見j〕 あるべき姿と現状のギャップカミら問題を発見し、問題が発生している
原闘を突きJIこめる力
自己7ネゾメント 自己認識力 自分の状況、感情、｜古田jを知り、行動指針を形成していく力
［~I 立的修正力 依存・受け身からJl5tし、主体的に自分自身の力で、 現状を見直す力
創造革新 創造力 過去の経験や知i却を組み合わせて新しい宥えをつく りl:1す力
1；；：新性（イ／へーゾ1ン） 今までの方法、 習慣などを改めて新しくしよう とする意欲や力
行動lこ関する打Ii；作JI] 言語力（コ：ュニケーゾヨン）言語をJfiJし、て思考し、その思考した内容を正確に伝え合う力
スキノレ 協働力（コ7＊＇＇レ一円ン） お互いの不足を補し、合い、よさを生かし合って課題を解決していく力
手段・道具を情報ICT 情報活rn力 課題や目的に応じて必要な情報を主体的に収集・判断・表現・処理・
活用するスキ 創造し、発信・伝速できる力
ノレ
ICT 活HJ力 ICT機器の特性を知り、自らの課題解決のために道具として役立てる力
世界市民としつくば市民 地域や国際社会へよりよい社会の実現のために、まわりの人と積極的に関わろうとする意
ての力 の市民性 欲や行動力
キャリア設計力 自己のよさや可能性に気づくとともに、集団の一員としての役割を来た
し、将来設計を達成するために主体的に取り組もうとする意欲や力
1±¥典：つく ば市総合教育研究所、 2012、『つくば発！ 1J、中一貫教育が世界を変える 新設 「つくばスタイノレ科jの取り
組み』、東京書籍、 46頁より引m。
そこでは教師にとっての「つくば次世代型スキル」の評価規準を導入した利点がとして
①児童生徒に対してどのようなスキノレを身に付けさせるのかを明確にして、授業を展開す
ることで、より効果的な学習が展開できるということ、②9年間の連続した学びを展開す
るために、スキルの習得、成熟という過程を「見えるイじすることで、各学習活励の継続
性と質の充実を保証できるという 2点が挙げられている。また「つくばスタイル科Jにお
いて「評価規準を基軸lこJ未lj点として「学習活励を展開するが、単なる評価規準というこ
とではなく、よい授業につなげる設計過程j として使うという意味での捉え方があげられ
ている。
また、児童生徒にとっての利点として、①児童生徒にとっては、評価規準の「見える化」、
つまり明瞭化された規準を受けて、イ可を身に付けなければならないかを知ることができる
ようになること、②その結果、学習活動の中間達成目標がイメージでき、目標全体が具体
???
??
的になること、③学習に対して興味関心の喚起及び努力をするモチベーシヨンも維持しや
すくなること、④児童生徒自身が自分の成長の度合いを知ることができるようになること
があげられている。さらに保護者にとっても、「児童生徒の成長の過程が見えるため、学校
教育の延長線上に家庭教育が展開され、より充実した体験活動や経験の機会を児童生徒に
提供することが可能になるJ(47頁）という利点があるとされている。
「つくばスタイル科」の年間指導計画の作成に関して、「各学校において実施する学習内
容を決定し、実施時数の調整を行うことになる」という学校と地域の実態及び独自性を配
慮、した調整が求められている。そこで時数の調整にあたり、①コアカリキュラムについて
は、各学校で必ず実施する、②サテライトカリキュラムについては、各学校の実態に合わ
せて実施の有無を決める、③サテライトカリキュラムを実施しない場合は、その分の時数
をコアカリキュラムのいずれかの内容に加え、総日寺数を合わせる、④外国語活励について
は、 1年生から4年生は 15分モジューノレで、実施する、⑤5・6年生（3・4年生の5時間
分）は 45分で実施する、⑤カリキュラムの内容及び時数の決定後は、学校行事とのかかわ
りや単元内容により実施時期を決める、⑦実施に際しては 1つの単元ずつ行う、または2
つの単元を同時に行うなど各学校で工夫する、③年間指導計画については、計画の内容及
び評価などの項自については、各学校の実態に合わせて決定するという 8つの留意点が挙
げられている。このように「単元自擦が達成できる内容であれば、各学校、地域の実態に
合わせて変更したり、時数を増やしたりすることができる」ことが「つくばスタイノレ科J
の特徴で、「カリキュラムの自校化」、「学校や学園ごとの特色ある年間指導計画の作成j が
期待されている（50頁）。
(3) 成果と課題
「つくばスタイル科j の取り組みの成果は以下の、児童生徒、教員、カリキュラムに関
するものに分けることができる。
まず、児童生徒に関する成果として、「年を経るごとに中学校入学前に中学校に対しての
不安を覚える小学生の割合が減少してきているj、「中学生の合唱を開いて『こんな中学生
になりたい』という認識が高まったj 「7年生がスムーズに中学校生活をスタートできた」
（中 1ギャップの解消）、「思いやりを育むことを中心とした豊かな人間性の育成について
も成果が見て取れるようになってきた人「小小、小中合同授業をとおして、児童生徒の学
習意欲が高まり、人間関係性の広まりが見られたJ（人間関係性の育成人「小学生に中学校
の活動を伝える活動により、プレゼンテーション能力が向上したJ（スキル獲得）など（15
頁－19頁）が挙げられている。
また、教員に関して、「小・中d情報交換会によって配慮、を要する生徒へのより適切な対応
を工夫できるようになった」、「教職員の相互交流が深まり、児童生徒に関する情報交換が
日常的に行われるようになった」（教師間交流・連携）などが挙げられている。最後に、カ
リキュラムに関して、「授業交流により小学校の授業の進め方や内容を中学校の授業に生か
???、?
せたjなど（17頁－19頁）。が挙げられている。ここでは、一貫教育についての成果が多
く取り上げられているが、まだ実践し始めて 1年目ということもあり、今後の動向も注視
していく必要性がある。
新しいカリキュラムである「つくばスタイノレ科jの全体の課題として、 「今後も 9年間が
連続性をもち、児童生徒のよりよい成長につながっていく小中一貫教育のあり方を追求す
るため、日々の活動の結果を検証し、実践を積み重ねていく必要があるj、「お互いの授業
を参観しあう時間の確保J、「教員の意識の問題J「つくば市の重点施策との関連の問題J、「学
校間に距離があるため、直接交流の場が限られている。ICT機器の有効活用が必要であるJ、
「9年間を見通し、教育課程を円滑に接続するために4校が調整した指導計画の作成が必要
である」（15頁－19頁）、「交流学習のイベント化からの脱去り」、 「1時間の授業の中におけ
る9年間の連続した学びの意識付けj、「9年間の連続した学びと学校行事ーのあり方」 l7など
が挙げられている。全体的に、実践がまだ浅く、定着に時間が必要なため、学校内部だけ
での教職員の意識や物理的な課題に集中する傾向が強い。あくまでも計画である「つくば
スタイル科」が実践にし＼かに根付くか、その過程をこれからも見ていく必要がある。
4. 「つくばスタイル科jにおける f連携jの意義・位置づけ
以上、新しい教科である「つくばスタイル科」の内容を見てきた。そこでは現行学習指
導要領の内容を踏まえつつ、その内容と、既述の総合的な学習の時間の問題を超えて地域
に根ざし独自のカリキュラム開発がなされようとしている。
押田は、 2003年からの構造改革特別区域研究開発学校事業設置により、「文科省を超えて
地域の実態や特色を生かした学習指導要領によらない教育課程を編成・実施することJは、
「従来のトッフ0 ・ダウン式の『教育課程』の編成ではなく、学校を基盤としたボトム・アッ
プ式の『教育課程』の自主編成で行うJことになり、「その教育課程編成は教師の重要な資
質となろうとしているJISと指摘しており、教師の実践の自由度が高まると考えられる。こ
のことが、保護者・地域住民とともに、「カリキュラムを通して、授業や教育活動をとらえ、
さらには学校を構想する」というような「発想や方法を多くの教員や学校が持つようにな
る絶好な機械J19としづ意味になろう。
小学校で、2011年、中学校で 2012年に全面実施された新学習指導要領が標準とする総合
的な学習の時間の年間授業時数は、小学校の 3-6年生までは 70時間、中学校 1年生では
50時間、 2-3年生では 70時間となった。それに対して「つくばスタイノレ科Jの授業時間
数を見ると、小学校 1年生では 34時間、 2年生では 35時間、 3-4年生は 80時間、そし
て5-6年生では 115時間となり 中学校 1年生では 60時間、 2-3年生では 80時間とな
っており、標準とされる授業時間数を大きく上回っている。このように、学習指導要領に
よらないで自由に授業時間や学習内容の設定が行われている。
！？ 『つくばスタイル科 2013単元プラン集よ 6頁 7頁
18 押田貴久、前掲文献、 2014、20頁－21頁
19 天笠茂、 2013、『カリキュラムを基盤とする学校経営』、ぎょうせい、 3頁
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この「つくばスタイル科Jにおける自由な時間や内容の設定及びそのマネジメントによ
る9年間のカリキュラムにもたされる継続性と内容の体系性・系統性は、学校と地域の連
携にも一定の継続性と体系性をもたらすと考えられる。例えば、「つくばスタイル科j の課
題のなかで、教育資源の活用が不十分だったなどの指掃があった。教育課程特例校制度の
なかに、 f当該学校または当該地域の特色を生かすj という項目がある。つくば市独自の教
育が可能とするつくば市の教育的資源となる研究所、 歴史・文化・遺産、人的資源に自を
向けて、地域教育資源を生かした 21世紀型学習「つくばスタイル科J(37頁）において地
域教育資源の活用を明確に示していることから、以前よりも重視されているといえよう。
農業体験とキャリア教育、科学技術教育のための研究所との交流、自然環境観察、 ICT機器
を活用して、保護者や地域の人に発表するなどといったところでの外部人材の活用が意図
されており、地域との連携が体系的・継続的に推進されると考えられよう。
しかし、地域の人的資源活用という学校の一方的な取り組みで、終わっているわけではな
い。その実践報告の内容20を見ると、キャリア教育や防災単元などにおいて「ゲストティー
チャーJとして保護者・地域住民を招待し、事前説明がこれまでと同じような形で行われ
ているが、授業後に保護者・地域住民に子どもの学習活動の成果をフィードバックしたり、
またその成果に対して保護者・地域住民のアドパスをもらう場面が設定されている。これ
は、これまでに批判されてきた学校の都合に合わせて地域人材を活用するだけで、終わらせ
るのではなく、保護者・地域住民も自分たちの教育活動の効果を「見える化」できる新た
な一面であるといえよう。
つまり、学校と地域が連携して保護－者・地域住民がゲストティーチャーなどのボランテ
ィアとしてカリキュラムに位置づけられ、教師、子ども、ボランティアが協同し、学習活
動を行って初めて意義を持つものとなる。言い換えれば、「連携Jとボランティアがカリキ
ュラムに具体的に位置づけられない限り、地域に根ざした独自のカリキュラムにならない
ということになろう。「つくばスタイル科」ではこれが「目標」と照らして明確化されてい
るといえよう。
5. おわりに
総合的な学習の時間の授業時間数の削減は今後保護者・地域住民の学校支援活動の削減
としづ影響を及ほしつつあると予想していたが、教育課程特例校制度のもとで、小・中学校
の9年間を継続的・体系的・系統的に取り組んでいる「つくばスタイノレ科Jにおいて、学
校と地域の連携及び保護者・地域住民の学校支援活動にも一定の継続的・体系的な側面が
もたされると推測できた。しかし、上記のことがあくまでも教育課程における計画上のも
のであり、実際の実践過程において、保護者・地域住民を学習活動にどうやって継続的・
体系的に位置づけ、実践に挑むか、その実態に迫る必要があり、学校における具体的な事
20小中一貫教育全国連絡協議会、小中一貫教育全国サミットつくば実行委員会主催、文部科学省、茨城県
教育委員会後援、 2013、「第8回小・中一貫教育全毘サミット inつくば指導案集J36頁 40頁
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イチdを見ていく必要がある。また、教育課程特例校制度を取り入れなくても、現行学習指導
要領の範囲内で独自のカリキュラムを開発している自治体や学校の実践もあろう。その両
方の教育課程における実践を比較して、学校とボランティアの間での安定した関係づくり
の基盤について検討する必要がある。
????
